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採根器（試作）による水稲の簡易根量調査

三　本　弘　乗・三　上　順　義

蜂ケ崎　君　男・斎　藤　　　伴

（青森県農試）

1．ま　え　が　き

水稲の根群ならびに板量調査は．改良されたモノリス

法によっても打抜梅の打ち込み，引きあげ．搬出，洗

板，調査等に多くの労力を要するはかりでなく，試料が

多すぎて取り扱いも不便で，同一試験区から調査点数を

多く採ることも比較的困難である。■そこで，採択が容易

で，限られた両横から多くの点数が採れて，試料の取り

扱いが簡単であるような簡易な根の採取法ならびに板量

調査法をのぞみ，従来の採土器にヒソトを得て採択器を

試作し，土壌の層別の根量調査方法について検討した。

2．採根器および併用器具

1．採根幹

内径5．3川，全長38m，厚さ3耶瓜の円筒鉄管を用い，

先端は土壌及び板を容易に切断出来るように刃形に切

り，外表面に先端から5e帯ごとの目盛を附け，円筒は下

面3川から縦に真半分に分離出来る蓋の部分をもち，蓋

の下部はくい込みとなり，上部からの固定用環と，それ

らを貫く鉄棒の把手により固定し，蓋をとれば容易に円

柱のままの土壌を取り出せるように工夫している。

2．補正用物楷

採択器の筒長の1俳枕に目盛った物指の一方に，円く切

った帝手のトタソ板を直角にとりつけたもので，これを

採取器忙入れ，採板等を5C耽押し込むごとに押し出され
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第1表　土壌の位置別・層別の圧縮差異

（単位．印）

株 元

注．採喉位置は下図のとおりで，以下すべてA・B・Cの記号で示す。

A　　　　　　　　　　　 （稲梓）

、、、？ 敏 ′

ノ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼
一 一　　　　　　　 、 ＼ ＼

第1園　土壌の位置別居位別圧桁傾向

た目盛を読みとり記録し，層ごとの圧縮程度を知る。

3．土（板）切りナイフ

写真に示すような鉄製ナイフで，先掛こは刃をつけて

いる。

4．排水枠

高さ30m，長さ80亡罰四方の鉄製枠で，これを用いれば

金田面の落水を待たなくても，枠内の排水だけで採板が

出来る。

3．採根操作と採取試料の調製

採板は排水枠を目標地点に置き，水を汲み出し，採撮

器に補正用物指を入れ，採板帯を回しながら5仰の深さ

まで押し込み．補正用物拒の目盛を読みとる。同様にし

て5cmごとに5層まで読みとりながら入れ．さらに5cm

程度押し込み，採択等内の土柱を切らないようにして抜

きとる。把手と固定用環をはずし，蓋の部分をとり去

り，補正用物指をあてて読みとった目盛とおりに土柱を

切ってポリェチレソの′卜袋に入れて持ち帰り，土を洗い

流す。とりあげた試料はバットに入れて水に浮かし，ピ

ソセットで爽雑物を除き．水稲板を選別して測定に移

る。水洗後ただちに選別および調査が出来ない場合は，局

方ホルマリンの5％液に浸漬して貯蔵し，後日調査した。

4．調　査　結　果

！．土壌の圧桁

0－5仇　　5－10m　10－15亡れ　15■～20cm‘20－25qn

l層　　　2層　　　3層　　　4同　　　5層

第2回　土塊の位置別・層位別圧縮傾向

採択器を押し込むさいに，器内の土壌は押し込まれる

時の抵抗で圧縮する。第1表は5㈹押し込むごとの圧縮

程度を示したが．その地点の条件によって異なり，場所

によってはかなり圧縮することが判った。そのため，層

的な根群分布を調査するには，その圧縮程度を考慮し

て，場所，疎さごとにその都度補正しなければならない

ことIこなる。

圧縮程度は位置によって異なるが，傾向としては第2

回に示すように，土壌の締まった条件の下層では圧備程

度が少なく．表層から5～10mの層の圧縮程度が大き

い。また，稲の生育後期は，板の伸長が増大し緊密にな

り．株元の圧縮程度が少なくなる傾向がみられる。

なお，採振器内に入ってからの土柱は．器内で圧縮す

ることが殆んとないことを試験の鰐果確零した9
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2．根量の表示

板の調査において最も問題となるのは，板の適切な堀

り取りとともに，板量の表示法である。棍量を写真など

により表示する方法もあるが，統計的な処理を可能にす

るには数量的な表現が必要となる。ここでは時に，層別

の棍量分布を数字として簡易的に把握出来るような方法

について検討した。一

根量が最も簡単に，比較的忠実に表現出来るのは根室

による表示である。しかし，板東だけにたよる場合は内

容的にも限度があり，しかも調査を簡易化するため土東

の抜喉容量を′j、さくした場合は，生重で表現しても誤差

が大きく，乾重では秤量不可能となる場合が多い。その

年め2m以上の全枚数と板長を調査して適切な表示法を

検討した。

調査対象板を2m以上に限ったのは，2m以下に入る

主板・分岐板は，板量としては相対的に少なく，また，

全板長の測定は目的とした簡易化とならないため，便宜

的に2m以上と決めた。以下，板長と板数については，

2C耽以上の板を調査対象とした値である。

3．枚重・根数・板長（績算）の関係
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第3図　生坂重と根数との関係（土柱110C嘘当り）

採土器によって採った底面22e嵐高さ5C尿の土居に含

まれる根重・根数・積算板長を調査して，それぞれの相

関関係をみた。その結果第3回および第4回に示すとお

りそれぞれ高い正の相関をもつことが判った。

板量を数字的に振り扱う場合は，栢算根長による表示

がのぞましいものと考える。しかし，板長の測定は時間

がかかり簡易化とならない。その点，枚数を数えること

は容易である。横算板長と枚数は高い正の相関を示すこ

とが判ったので，根量の表示として．枚数‾をもって表わ

しても良いことになる。しかし．このような根数と積算

板長との高い相関関係は，小さく区切られた立方体に含

まれる板数と，その病算板長との関係において成り立つ

もので，大きく区切られた立方体の調査では変ってくる

可能性も考えられるのでさらに検討を要する。

4．枚の層別分布量

水稲の取の層的な分布については，これまでに丁氏他

らによって明らかにされている試作した採板俄により
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第4園　乗算枚数との関係（土柱110〝㌔当り）

第　2　表　土壌層別の根数分布割合

青丁　圭一（1933）：水稲の根に関する研究　tl憤業及園芸8：1
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調査した値を用いて．土壌の層別根量分布割合を推定し

た。第2表で判るように，7月6日における比較的板量

の少ない時点における調査であるが．表層から10mまで

の板量が非常に多いことが判る。参考として丁氏による

調査値と比較して表示したが，その備向は構想している

と考える。

5．む　　す　　ぴ

1．根の調査において，統計処理上数字的に取り扱う

表示法を目的とした場一乱従来の調査方法では難点が多

いが．試作した採取器を利用した場合は．調査が簡便化

され，謁査結果の取りまとめを数字的に扱うことが容易

となる。

2．土壌を層ごとに採坂する場合，採択辞を押し込む

さいの抵抗で，試料としての土柱が圧縮されるが，それ

は場軌深さその他の土壌条件で変わるので．その都度

補正しなければならない。

3．採取掛土稲株が大きい場合は，試作したような直

径5．3e椛では′トさすぎることがあり検討を要する0ま

た，先端の刃は土を切るため摩耗しやすく，刃の部分を

交換出来るようにすると良い。

4．枚量表示として根重，積算板長．枚数などが考え

られるが，根重は採取量に問題があり．板長は測定に多

くの時間を要する。試作掛こよる調査では．調査の簡便

な枚数による表示によっても，区の便向を誤りなく表示

出来ることが判った。

5．水稲根は比較的上層に多く分布していることが試

作器による調査でも判った。なお，稲の株元の採板で

は，相が深植された場合に．表層より5仰以下の層に茎

を含む場合があり，株元の根量調査とその表示は注意す

る必要がある。

6．試作器は土嚢分析などにおいて．土壌を層別に採

取することにも兼用出来，同署の利用による土盛の肥料

分析もおこない，その結果について東北兵業研究第9号

に載せた。


